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複言語・複文化 語り ワークショップ JMHERAT ヒューマンライブラリー 
1．背景 
1.1 JMHERAT とは 
JMHERAT とは、「タイにおける母語･継承語としての日本語教育研究会」（Japanese 
Mother Tongue and Heritage Language Education and Research Association of 
Thailand）の略称である。タイで育つ日本にルーツを持つ子どもたちの幸福を、子どもを
取り巻く全ての大人たちが、それぞれの立場から「ことば」を切り口に考えていくことを

















インとして、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR：Common European Framework of 
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隅で始まったが、現在、世界 90 か国以上の国々で実施され、日本では 2008 年から行われ




















JMHERAT では HL とは異なった新たなものが生まれるという予感をもった。そこで、




になるよう 7 人を選定した。子どもは今まで WS に参加したことがある人のうち、インタ
ビューで体験を聞いていた人から特に印象的な語りがあった 4 人に依頼した。親はかねて
から話を聞きたいと考えていた 2 人の母親と JMHERAT 運営委員の 1 人である父親に依
頼した。WS 当日の語りのテーマ、言語・文化体験の特徴を表 1 に示す。 
 
表 1 「本（語り手）」のリスト 













































































































として担当することにした。7 人のうち F さん以外は筆者のひとりである深澤がすでにイ
ンビューしたことがある。学生 C は C の大学の担当教師 Y さんもインタビューしており、
ファシリテーターは Y さんに頼んだ。 
子ども 4 人には改めてインタビューを申し込み、今回の WS の意図を伝え、語り手とし
て参加する了承を得た。母親 2 人には WS 参加の了承を得てからインタビューを行った。
E さんは言語マップと言語ポートレートという 2 つのツールを描いたことがあるが 4、F





を 400 字以内のあらすじとしてまとめた。以上 3 点を語り手情報として公開し、聞き手を
募った。そして、聞き手が自分の希望した語りが聞けるよう活動を設計した。 
2.3.3 当日の実践の概要 




聞く語りセクションである。対話が起きるよう 1 つのグループの聞き手を 5 人までとし、
1 回は 20 分の語りと 10 分の質疑応答で 30 分に設定した。これを 3 セッション設けた。1
回に 5 人の語り手が話し、残りの語り手は他の語りを聞きに行く。語り手は 2 回話しをす




を組んだ。今回の WS に参加した人は計 34 名で、うち保護者 14 名、教師 9 名、教師でも
保護者でもある人 2 名、大学生 2 名、中学生 1 名、小学生 1 名、その他が 5 名であった。 
3．語ること、語りを聞くこと 
今回の実践で語り手は何を感じ、聞き手は何を感じたのか。参加者の振り返りシートを


























and weird」だが「I shouldn’t be ashamed of it」と感じ、今の自分は「My adaptability skills 







































































































聞き手としてファシリテーターの役割がどのようなものか F さんの例で見ていく。5 か
国を移動し、2 人の子どもがそれぞれ言語の異なる学校言語を選んだ F さんの経験を聞き










































WS 終了後ある参加者が自分の SNS で F さんの語り「子どもにとって自分の家族がい
る所が故郷といえること」「子どもがありのままで過ごせる場所があること」を紹介し、こ























続の実際的可能性として目指す 1 つ目の課題である。もう 1 つは、今回のような場をより






 1 JMHERAT については https://jmherat.hatenablog.com を参照のこと。 
 2 Busch（2012）が開発したシートを使い JMHERAT が実施方法を開発してきた。 
 3 一般社団法人ヒューマンライブラリー協会主催ヒューマンライブラリー入門講座（2019 年 4 月
21 日実施＠世田谷ボランティアセンター）にて配布された坪井健氏作成の資料より。 
 4 深澤がアドバイザーをしているバイリンガル教室内の WS。研究会 WS の参加経験はない。 
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複言語人生を語ること、聞くこと
